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『得意なこと・好きなことで勝負しよう！』

講話 ２年担任 井戸田友博

人には、得意なことがあれば、苦手なこともあります。「苦手なことにも、ど

んどんチャレンジしていきましょう！」と、よく聞きますが、今回は自分が得

意なことについて考えてみましょう。「得意なことはありますか？」と聞かれて、

すぐ答えられる人もいれば、きっと「分からない」と答える人もいるでしょう。

では、ここで少し活動をしてみます。これから、1 つの絵が時間とともに変わっ

ていきます。どこが変わったのか、違い探しをしましょう。違いに気付いた人

は、答えを言わないで下さい。その代わり、近くの友達と違いがどの辺りにあ

ったか、話し合ってみてもいいです。

⇒

見つけることができましたか？今、すぐに違いを見つけられたり、違いがあ

る場所を分かりやすく話せたりした人がいると思います。その人は、きっと、

そういうことが好きなのかもしれないですね。「得意なことが自分でよく分から

ない」人は、そんな風に「自分の好きなことは何だろう」と考えてみるといい

でしょう。

さて、今、それぞれの学年が学芸会に向けて活動を始めていることと思いま

す。劇をするクラスでは、台本がもう配られているかも知れませんね。もしか

したら、もう家で、せりふの練習に

取り組んでいる子がいるのではない

でしょうか？自分のせりふだけでは

なく、友達のせりふも含めて覚えて

いる子がいるかもしれませんね。小



道具・大道具作りや、衣装作りを楽しみにしていて、自分なりに準備を始めて

いる子もいるのではないでしょうか？学芸会の準備や練習では、是非、そのよ

うに自分の好きなこと・得意なことを、どんどんやっていきましょう。「好きこ

そ物の上手なれ」と言います。それが自信にもつながりますし、きっと友達を

助ける、友達と協力することにもなります。

私は、好きなこと・得意なことを極めた人のことを「○○のプロ」と言って

います。「せりふ覚えのプロ」「声出しのプロ」「道具作りのプロ」など、是非、

学芸会に向けて、何かのプロを目指してがんばっていけるといいですね。

ハロウィン

ハロウィンの時期になったので、ＡＬＴ

のマシュー先生が今年も『ジャック・オー

・ランタン』を作ってくれました。ハロウィン用の大きなカボチャを上手にく

り抜いて、目、鼻、口を作って見せてくれました。手際よくくり抜いていく様

子に、子どもたちは驚きの歓声をあげていました。

昼放課には、理科室を暗幕で暗くし、ジャック・オー・

ランタンの中にろうそくをともして、ハロウィンの雰囲気

を味わわせてもらいました。


